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医師の面接指導と立入検査後
の支援について

ある日、病院にこのような手紙が届きます。
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医師の面接指導と立入検
査後の支援について

手紙の内容はこのようなものです。

〇〇県では、病院、診療所及び助産
所を対象に、医療法第25条第1項に
基づく立入検査を実施しています。

医療法（昭和23年法律第205号）第
25条第1項の規定に基づく立入検査

により、医療機関が医療法及び関連
法令により規定された人員及び構造
設備を有し、かつ、適正な管理を
行っているか否かについて検査する
ことにより、病院を科学的で、かつ、
適正な医療を行う場にふさわしいも
のとすることを目的としています。
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医師の面接指導と立入検査後
の支援について

おそらく皆さんはこのように思います。

① 予期しないタイミング: 調査が行われる理由について事前に把握しておらず、

突然の通知に驚く。

② 手続きへの不慣れ: 労働法規や調査手続きに精通しておらず、対応方法が

不安。

③ 書類の整備不足: 必要な雇用記録や契約書が最新の状態に整備されている

か懸念がある。

④ スタッフの配置状況: 現在のスタッフ配置が法規制を満たしているか心配。

⑤ 過去の違反履歴: 過去の軽微な違反が、今回の調査でより深刻な問題として

指摘される可能性。

⑥ 関係医療機関の遵守状況: 全ての関係医療機関が労働法を遵守しているか

不確かであり、病院の評価に影響する可能性。

⑦ 労働関係の問題: 労働者との関係や満足度に関する問題が調査で明るみに

出る懸念。

⑧ 経済的な罰則: 違反が発見された場合の罰金やその他の制裁に対する不安。

⑨ 業務の中断: 調査によって日常業務が中断されることへの懸念。

⑩ 病院のイメージ: 調査結果が公にされることで、病院の評判が損なわれるこ

とへの恐れ。
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医師の面接指導と立入検査後
の支援について

私たちはこの問題を解決
できる窓口です。
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医師の面接指導と立入検査後
の支援について

問題は今現在やっていないといけないもの

労働条件通知書、３６協定、就業規則等

今現在、整備していなくてはならないもの
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医師の面接指導と立入検査後
の支援について

その目途は残業１００時間

そのためには労働時間の管理が必要

時間管理のために必要な知識

• 労働時間の水準指定

• 宿日直許可

• インターバル

• 代償休息

• 自己研鑽

• 副業兼業、等

上記の内容の研修も用

意しています。

アドバイザーが無償で

研修いたします。

7



医師の面接指導と立入検査後
の支援について

可能であれば手紙が来る前に
医療労務管理相談室の診断を受けてください。

その時のお願い

セールスマンと間違え
られて、お話しできない
ことがあります。

医療労務管理相談室
の名称をご記憶ください。

電話でも、セールスマン
と間違えられて、お話し
できないことがあります。

医療労務管理相談室
の名称をご記憶ください。
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